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 『山口市立秋穂小学校は､山口市秋穂東に位置する公立小学校です｡同校は少人数制を活かし、児童一

人ひとりに寄り添った教育を実践し、児童の要望に耳を傾け、全力で応えようと努めています｡ 

 学校の目標である｢みんなが輝く美しい学校｣の実現に向け、地域や保護者と協力し、子供たちが充実

した日々を送れるよう取り組んでいます｡また、言語活動を重視し、児童はプレゼンテーションを考え、

学校運営協議会で発表するなど、社会で役立つスキルを磨いています｡ 

 施設面では､校舎は建て替えられてから10年と新しく、地震対策も施されています｡また、2020年には

エアコンが設置され、快適な学習環境が整えられています｡給食センターが隣接しているため、出来立

ての温かい給食が提供され、子供たちに好評です｡ 

 地域との連携も活発で、2023年10月には５年生が学校近くの水路の壁に感謝のメッセージを描く活動

を行いました｡このように、秋穂小学校は地域と共に子供たちの健やかな成長を支えています｡』 

 

 上の文章は、生成AIを使って本校を紹介する文章を作成したものです。

作成に要した時間はわずか５秒。生成AIには、「山口市立秋穂小学校を紹介

する文章を400文字で考えて」と指示をしました。文章の作成に要した時間

より、むしろ指示を入力する時間のほうが長かったぐらいです。この文章

の中には水路壁へのメッセージなど、私自身が把握していない内容も含ま

れており、この点においては私が作成するよりも優れていると言えるかも

しれません。 

 さて、４月から県内全ての中学生の一人一台端末に生成AIが導入されま

す。既に一部の生徒は私用端末に生成AIをインストールして使っていると思いますし、インストールし

なくてもブラウザ上で起動する生成AIは、今や山ほどあります。保護者や地域の皆さんの中には日常的

に使用されている方もいらっしゃると思います。 

 その生成AIが世に初めて登場した際に頭をよぎったのが、米ニューヨーク市立大学のキャシー・デイ

ビッドソン教授がデューク大学に勤務していた2011年に、ニューヨークタイムズ紙のインタビューで語

った内容です。 

「2011年度にアメリカの小学校に入学した子どもたちの65％は、大学卒業時に今は存在していない仕事

に就くだろう。」 

 「ディープフェイク」という言葉に代表されるような生成AIを使った偽物は、既に現実の世界で様々

な混乱を引き起こしています。小学生の一人一台端末に生成AIがすぐさま一律に導入されることはない

でしょうが、小学校の授業でも生成AIを効果的に使用する日はもう直前まで迫っていると思います。先

のキャシー・デイビッドソン教授の言葉を、変化を受け入れる柔軟な思考を身に付けるための猶予期間

を私たちに教えてくれたものだととらえられる人は、きっと変化を受け入れられるでしょう。 

 教授が予測した子どもが最初に大学を卒業する年まであと２年です。どうやら教授の予測は当たりそ

うにはありませんが、これを残念ととらえるか胸をなでおろすか。少なくとも私は、現時点で文章にせ

よ画像にせよ、生成AIを使って作られたものかどうかを完全に見極める目をもっていません。 

 

この画像も生成 AIを使って
作成しました 




